
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
 コンクリート床版を支持する一対の主桁と、該主桁同士を連結する複数の横桁を有する
２主桁橋において、コンクリート床版を打設するためのコンクリート床版用型枠を該主桁
の間に設置するコンクリート床版用型枠の設置方法であって、
　前記横桁に略橋軸方向に延びる下支持梁を設置する工程と、該下支持梁に支持柱を設置
する工程と、該支持柱に略橋軸方向に延びる上支持梁を設置する工程と、コンクリート床
版用型枠が載置される横支持梁を前記上支持梁と前記主桁の間に設置する工程と、該横支
持梁にコンクリート床版用型枠を載置する工程と、を有すことを特徴とするコンクリート
床版用型枠の設置方法。
【請求項２】
 コンクリート床版を支持する一対の主桁と、該主桁同士を連結する複数の横桁を有する
２主桁橋において、コンクリート床版を打設するためのコンクリート床版用型枠を該主桁
の間に設置するコンクリート床版用型枠の設置方法であって、
　前記横桁に略橋軸方向に延びる複数列の下支持梁を設置する工程と、該複数列の下支持
梁のそれぞれに支持柱を設置する工程と、該支持柱に略橋軸方向に延びる複数列の上支持
梁を設置する工程と、コンクリート床版用型枠が載置される横支持梁を前記上支持梁と前
記主桁の間および隣接する上支持梁の間に設置する工程と、前記横支持梁にコンクリート
床版用型枠を載置する工程を有すことを特徴とするコンクリート床版用型枠の設置方法。
【請求項３】
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下支持梁に、作業通路または作業足場を設置する工程を有すことを特徴とする請求項１ま
たは２に記載のコンクリート床版用型枠の設置方法。
【請求項４】
下支持梁に、作業通路または作業足場を設置するための横支持金物を取り付ける工程と、
該横支持金物および主桁の下フランジに支持された支持脚を具備する中段足場用単管パイ
プを配置する工程と、中段足場用単管パイプを支持柱に固定する工程と、を有すことを特
徴とする請求項１～３の何れか一項に記載のコンクリート床版用型枠の設置方法。
【請求項５】
 コンクリート床版を支持する一対の主桁と、該主桁同士を連結する複数の横桁を有する
２主桁橋において、コンクリート床版を打設するためのコンクリート床版用型枠を該主桁
の間に設置するコンクリート床版用型枠の設置構造であって、
　前記横桁に設置されて略橋軸方向に延びる下支持梁と、該下支持梁に設置された支持柱
と、該支持柱に設置されて略橋軸方向に延びる上支持梁と、該上支持梁と前記主桁の間に
設置されてコンクリート床版用型枠が載置される横支持梁と、該横支持梁に載置されたコ
ンクリート床版用型枠とを有すことを特徴とするコンクリート床版用型枠の設置構造。
【請求項６】
 コンクリート床版を支持する一対の主桁と、該主桁同士を連結する複数の横桁を有する
２主桁橋において、コンクリート床版を打設するためのコンクリート床版用型枠を該主桁
の間に設置するコンクリート床版用型枠の設置構造であって、
　前記横桁に設置されて略橋軸方向に延びる複数列の下支持梁と、該下支持梁に設置され
た支持柱と、該支持柱に設置されて略橋軸方向に延びる複数列の上支持梁と、該上支持梁
と前記主桁の間および前記上支持梁間に設置されてコンクリート床版用型枠が載置される
横支持梁と、該横支持梁に載置されたコンクリート床版用型枠とを有すことを特徴とする
コンクリート床版用型枠の設置構造。
【請求項７】
下支持梁に、作業通路または作業足場が設置されていることを特徴とする請求項５または
６に記載のコンクリート床版用型枠の設置構造。
【請求項８】
下支持梁に設けられた作業通路または作業足場を設置するための横支持金物と、該横支持
金物および主桁の下フランジに支持された支持脚を具備する中段足場用単管パイプとを備
えたことを特徴とする請求項５～７の何れか一項に記載のコンクリート床版用型枠の設置
構造。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、コンクリート床版を有する橋梁、特に、２主桁橋において、コンクリートを
打設するためのコンクリート型枠を設置する、コンクリート床版用型枠設置方法に関する
。
【０００２】
【従来の技術】
図５は、従来の４主桁端における、コンクリート床版用型枠の設置状況を示す断面図であ
る。図５において、４列の主桁１１、１２、１３、１４が配置され、各主桁の間にコンク
リート型枠を支持する桁内受け梁２１、２２、２３（商品名ビディビーム、商品名ペコビ
ーム、等）が、その両端部をそれぞれ対峙する主桁の上フランジにボルト等を用いて設置
されている。
【０００３】
また、主桁１１、１４の外側には、桁外受け梁２０、２４が突き出して設置されている。
該桁外受け梁２０、２５の一方の端部は、主桁１１、１４の上フランジにボルト等を用い
て設置され、他方の端部近くは、主桁１１、１４の下フランジに支持された桁外支持棒３
０、３４により支持されている。
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【０００４】
さらに、４列の主桁１１、１２、１３、１４の下フランジには、作業通路または作業足場
４１、４２、４３、４４が設置されている。
【０００５】
近年、橋梁建設に対する、経済性の向上、耐久性の向上、施工の省力化、工期に短縮、等
の要請を受け、いわゆる少主桁橋、２主桁橋または２桁 I橋梁と呼ばれる橋が登場してき
た。
【０００６】
図６は、従来の２主桁橋における、コンクリート床版用型枠の設置状況を示す断面図であ
る。図６において、２列の主桁１、２が配置され、各主桁の間にコンクリート型枠を支持
する桁内受け梁２１（商品名ビディビーム、商品名ペコビーム、等）が、その両端部をそ
れぞれ対峙する主桁１１、１２の上フランジにボルト等を用いて設置されている。
【０００７】
また、主桁１、２の外側には、桁外受け梁２０、２５が突き出して設置されている。該桁
外受け梁２０、２５の一方の端部は、主桁１、２の上フランジにボルト等を用いて設置さ
れ、他方の端部近くは、主桁１、２の下フランジに支持された桁外支持棒３０、３５によ
り支持されている。
【０００８】
さらに、２列の主桁１、２の下フランジには、作業通路または作業足場４１、４２（下段
足場）が設置され、さらに、主桁１、２のウエブの中間位置にも、作業通路または作業足
場５１、５２（桁間内中間足場）が設置されている。
【０００９】
図７は、従来の２主桁橋における、コンクリート床版用型枠の設置における、足場の設置
状況を示す断面図である。図７において、２列の主桁１、２が配置され、橋軸方向の所定
間隔で各主桁の間に横桁１２が設置されている。
【００１０】
桁下足場２００は、桁下足場支持金物２１０に載置され、該、桁下足場支持金物２１０は
チエーン２２０、２３０、２４０、２５０、２６０により吊り下げられている。チエーン
２２０、２６０の上端は、それぞれ主桁１、２の上フランジに設置され、チエーン２３０
、２５０の上端は、それぞれ主桁１、２の下フランジに設置され、チエーン２４０の上端
は、横主１２の下フランジに設置されている。
【００１１】
桁内中段足場３００は、桁内中段足場支持金物３１０に載置され、該、桁内中段足場支持
金物３１０にはチエーン３２０、３３０、３４０により吊り下げられている。チエーン３
２０、３４０の上端は、それぞれ主桁１、２の上フランジに設置され、チエーン３３０の
上端は、横桁１２の下フランジに設置されている。
【００１２】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、前記２主桁橋には、以下の問題があった。
（１）主桁同士の間隔が広いため、桁内受け梁２１の撓みが増大し、コンクリート床版の
形状を保証することが困難になる。
【００１３】
（２）さらに、桁内受け梁２１の剛性を高めるために、桁内受け梁２１をトラス構造に変
更すると、または、トラス構造の補剛部材等を付設すると、桁内受け梁自体のコストの上
昇を招く、また、施工の煩雑化のため工期が遅延する。
【００１４】
（３）主桁１１、１２の高さ（梁せい）が大きいため、主桁１１、１２のウエブの中間に
も作業通路または作業足場５１、５２を設置する必要が生じ、施工およびこれらの撤収が
、煩雑になり工期の遅延とコストの上昇を招くとの問題を生じる。
【００１５】
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（４）主桁１１、１２の下部には、桁外支持棒３０、３５による内向きの力が作用し、主
桁１１、１２の高さ（梁せい）が大きいため、主桁１１、１２が面外変形（内側に撓む）
を起こす。このため、桁外支持棒３０、３５の下方支持位置が内側に移動し、結果として
、桁外受け梁の端部が垂れ下がり、コンクリート床版の形状を保証することが困難になる
。特に、横桁と横桁の中間において顕著である。
【００１６】
（５）桁下足場支持金物や桁内中段足場支持金物を吊り下げる場合、橋軸方向で、横桁が
無い位置においては、これら足場金物を中間位置で吊り下げることができず、これら足場
金物の撓みが大きくなり、歩行に際し、揺れが大きくなって歩行が不安定になる。
特に、横桁と横桁の中間において顕著である。
【００１７】
この発明は、以上の問題点を解決するためになされたもので、簡素な部材を用いて、桁内
受け梁の剛性を高めることができる、設置と撤収が容易なコンクリート床版用型枠の設置
方法を提供することを目的とする。
【００１８】
【課題を解決するための手段】
（１）本発明に係るコンクリート床版用型枠の設置方法は、コンクリート床版を支持する
一対の主桁と、該主桁同士を連結する複数の横桁を有する２主桁橋において、コンクリー
ト床版を打設するためのコンクリート床版用型枠を該主桁の間に設置するコンクリート床
版用型枠の設置方法であって、
　前記横桁に略橋軸方向に延びる下支持梁を設置する工程と、該下支持梁に支持柱を設置
する工程と、該支持柱に略橋軸方向に延びる上支持梁を設置する工程と、コンクリート床
版用型枠が載置される横支持梁を前記上支持梁と前記主桁の間に設置する工程と、該横支
持梁にコンクリート床版用型枠を載置する工程と、を有すことを特徴とするものである。
（２）また、コンクリート床版を支持する一対の主桁と、該主桁同士を連結する複数の横
桁を有する２主桁橋において、コンクリート床版を打設するためのコンクリート床版用型
枠を該主桁の間に設置するコンクリート床版用型枠の設置方法であって、
　前記横桁に略橋軸方向に延びる複数列の下支持梁を設置する工程と、該複数列の下支持
梁のそれぞれに支持柱を設置する工程と、該支持柱に略橋軸方向に延びる複数列の上支持
梁を設置する工程と、コンクリート床版用型枠が載置される横支持梁を前記上支持梁と前
記主桁の間および隣接する上支持梁の間に設置する工程と、前記横支持梁にコンクリート
床版用型枠を載置する工程を有すことを特徴とするものである。
【００１９】
（３）また、上記（１）または（２）に記載のものにおいて、下支持梁に、作業通路また
は作業足場を設置する工程を有すことを特徴とするものである。
（４）また、上記（１）～（３）のいずれかに記載のものにおいて、下支持梁に、作業通
路または作業足場を設置するための横支持金物を取り付ける工程と、該横支持金物および
主桁の下フランジに支持された支持脚を具備する中段足場用単管パイプを配置する工程と
、中段足場用単管パイプを支持柱に固定する工程と、を有すことを特徴とするものである
。
【００２０】
（５）本発明に係るコンクリート床版用型枠の設置構造は、コンクリート床版を支持する
一対の主桁と、該主桁同士を連結する複数の横桁を有する２主桁橋において、コンクリー
ト床版を打設するためのコンクリート床版用型枠を該主桁の間に設置するものであって、
　前記横桁に設置されて略橋軸方向に延びる下支持梁と、該下支持梁に設置された支持柱
と、該支持柱に設置されて略橋軸方向に延びる上支持梁と、該上支持梁と前記主桁の間に
設置されてコンクリート床版用型枠が載置される横支持梁と、該横支持梁に載置されたコ
ンクリート床版用型枠とを有すことを特徴とするものである。
（６）また、コンクリート床版を支持する一対の主桁と、該主桁同士を連結する複数の横
桁を有する２主桁橋において、コンクリート床版を打設するためのコンクリート床版用型
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枠を該主桁の間に設置するコンクリート床版用型枠の設置構造であって、
　前記横桁に設置されて略橋軸方向に延びる複数列の下支持梁と、該下支持梁に設置され
た支持柱と、該支持柱に設置されて略橋軸方向に延びる複数列の上支持梁と、該上支持梁
と前記主桁の間および前記上支持梁間に設置されてコンクリート床版用型枠が載置される
横支持梁と、該横支持梁に載置されたコンクリート床版用型枠とを有すことを特徴とする
ものである。
【００２１】
（７）また、上記（５）または（６）に記載のものにおいて、下支持梁に、作業通路また
は作業足場が設置されていることを特徴とするものである。
（８）また、上記（５）～（７）のいずれかに記載のものにおいて、下支持梁に設けられ
た作業通路または作業足場を設置するための横支持金物と、該横支持金物および主桁の下
フランジに支持された支持脚を具備する中段足場用単管パイプとを備えたことを特徴とす
るものである。
【００２２】
【発明の実施の形態】
［実施の形態１］
図１は、本発明に係るコンクリート床版用型枠の設置構造を示す縦断面図である。図１に
おいて、主桁１、２が略平方に配置され、主桁１、２間には、橋軸方向で所定のピッチで
横桁１２が設置されている。横桁１２の略幅方向中央（略橋軸位置）にＨ形鋼製の下架台
梁３が設置され、下架台梁３の上フランジには所定の間隔でパイプサポート４が立設され
ている。さらに、これらパイプサポート４の上端部に支持されて、Ｈ形鋼製の上架台梁５
が略橋軸方向に設置されている。
【００２３】
そして、橋軸と略直角方向にコンクリート型枠を支持する桁内受け梁５１、５２（商品名
ビティビーム）が配置されている。桁内受け梁５１、５２の一方の端部は上架台梁５の上
フランジの上に載置され、一方の端部はそれぞれ主桁１、２の上フランジにボルトにより
接合されている。
【００２４】
一方、主桁１、２の外側においては、桁外受け梁５０、５９が、一方の端部をそれぞれ主
桁１、２の上フランジに接合されている。また、下端を主桁１、２の下フランジに支持さ
れたパイプサポート６０、６９が、桁外受け梁５０、５９の他方の端部近く支持している
。
【００２５】
そして、桁内受け梁５１、５２および桁外受け梁５０、５９の上に図示しないコンクリー
ト型枠が載置されている。
【００２６】
さらに、下架台梁３には、作業通路７０が載置される作業通路支持金物８０が設置されて
いる。
【００２７】
図２は、本発明に係るコンクリート床版用型枠の設置構造を示す一部断面の斜視図である
。図２において、図示しない主桁１、２が略平方に配置され、主桁１、２間には、橋軸方
向で所定のピッチでＨ形鋼製の横梁１２が設置されている。横桁１２の略幅方向中央（略
橋軸位置）位置の下フランジにＨ形鋼製の下架台梁３が設置されている。下架台梁３の上
フランジには所定の間隔でパイプサポート４が立設され、これらパイプサポート４の上端
部に支持されて、Ｈ形鋼製の上架台梁５が略橋軸方向に設置されている。
【００２８】
そして、橋軸と略直角方向にコンクリート型枠を支持する桁内受け梁５１、５２（商品名
ビティビーム）が配置されている。桁内受け梁５１、５２の一方の端部は上架台梁５の上
フランジの上に載置され、一方の端部はそれぞれ図示しない主桁１、２の上フランジにボ
ルトにより接合されている。
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【００２９】
さらに、下架台梁３の上フランジには作業床支持金物８０が設置され、作業床支持金物８
０に通路または作業床７０が載置され、作業床支持金物に手摺８５が設置されている。
【００３０】
以上のような、コンクリート床版用型枠の設置構造であるから、これらを設置する手順は
、
１）横桁１２の略幅方向中央（略橋軸位置）位置の下フランジにＨ形鋼製の下架台梁３を
設置し、
２）下架台梁３が設置された後、下架台梁３に作業通路および作業床７０を設置し、
３）下架台梁３の上フランジに、所定の間隔でパイプサポート４を立設し、
４）これらパイプサポート４の上端部に支持されて、Ｈ形鋼製の上架台梁５を略橋軸方向
に設置し、
５）橋軸と略直角方向にコンクリート型枠を支持する桁内受け梁５１、５２（商品名ビテ
ィビーム）を配置する。このとき、桁内受け梁５１、５２の一方の端部は上架台梁５の上
フランジの上に載置し、他方の端部はそれぞれ主桁１、２の上フランジにボルトにより接
合する。
【００３１】
６）前記作業と並行または前後して桁外受け梁５０、５９を設置し、
７）桁内受け梁５１、５２および桁外受け梁５０、５９の上にコンクリート床版用型枠を
載置するものである。　したがって、簡素な部材のみを用いて、剛性の高いコンクリート
床版用型枠を形成することが可能になる。
【００３２】
さらに、コンクリート床版用型枠を撤去するに際しては、前記手順を逆にたどればよく、
部材間の干渉もなく、迅速かつ容易な作業が可能である。
【００３３】
なお、作業通路および作業床７０を設置するタイミングは前記に限定するものではなく、
下架台梁３が設置された後であれば、他の作業と並行して実施してもよい。また、前記一
連手順は、橋梁の全長に渡って同期して実施するものに限定するものではなく、橋軸方向
の所定範囲毎に前記一連手順を実施し、これが終了した後に次の所定範囲において前記一
連手順を実施してもより、さらに、隣接する所定範囲について、前記手順に時間差を設け
て逐次実施してもよい。
【００３４】
なお、本発明は、桁外受け梁の設置方法を前記のものに限定するものではなく、パイプサ
ポートに代わる支持手段を用いてもよいし、主桁上を走行する台車から吊り下げられた、
いわゆる移動型枠を用いてもよい。
【００３５】
［実施の形態２］
図３は、本発明に係るコンクリート床版用型枠の設置構造を示す縦断面図である。図３に
おいて、主桁１、２が略平行に配置され、主桁１、２間には、橋軸方向で所定のピッチで
横桁１２が設置されている。横桁１２の幅方向に略等しい異間隔でＨ形鋼製の下架台梁３
１、３２が設置され、それぞれの下架台梁３ 1、３２の上フランジには所定の間隔でパイ
プサポート４が立設されている。さらに、これらパイプサポート４の上端部に支持されて
、Ｈ形鋼製の上架台梁５１、５２が設置されている。
【００３６】
そして、橋軸と略直角方向にコンクリート型枠を支持する桁内受け梁５１、５２、５３（
商品名ビティビーム）が配置されている。桁内受け梁５１の一方の端部は上架台梁５１の
上フランジの上に載置され、他方の端部は主桁１の上フランジにボルトにより接合されて
いる。桁内受け梁５２の一方の端部は上架台梁５１の上フランジの上に載置され、他方の
端部は上架台梁５２の上フランジの上に載置されている。桁内受け梁５３の一方の端部は
上架台梁５２の上フランジの上に載置され、他方の端部は主桁２の上フランジにボルトに
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より接合されている。
【００３７】
一方、主桁１、２の外側においては、桁外受け梁５０、５９が、一方の端部をそれぞれ主
桁１、２の上フランジに接合されている。また、下端を主桁１、２の下フランジに支持さ
れたパイプサポート６０、６９が、桁外受け梁５０、５９の他方の端部近く支持している
。
【００３８】
そして、桁内受け梁５１、５２および桁外受け梁５０、５９の上に図示しないコンクリー
ト型枠が載置されている。
【００３９】
さらに、下架台梁３１、３２の下フランジには橋軸方向と略直角に主桁変形防止梁９０が
設置され、主桁変形防止梁７０の両端はそれぞれ、主桁１、２のウエブに当接または近接
している。主桁変形防止梁７０の橋軸方向の配置は、前記桁外受け梁を支持するパイプサ
ポート６０、６９の位相に略一致している。
【００４０】
また、下架台梁３１、３２の上フランジには通路および作業床支持金物８１、８２が設置
され、これに、通路および作業床７１、７２が載置されている。
【００４１】
さらに、主桁１、２および下架台梁３１、３２の下フランジには下方に向けて吊足場支持
金物１０１、１０２、１０３、１０４、が設置され、吊足場１００を支持している。
【００４２】
以上のような、コンクリート床版用型枠の設置構造であるから、これらを設置する手順は
、
１）横桁１２の幅方向で略等間隔中央に下フランジにＨ形鋼製の下架台梁３１、３２、を
設置し、
２）下架台梁３１、３２が設置された後、下架台梁３１、３２の上フランジに作業通路お
よび作業床７１、７２を設置し、
３）下架台梁３１、３２の上フランジに、所定の間隔でパイプサポート４を立設し、
４）これらパイプサポート４の上端部に支持されて、Ｈ形鋼製の上架台梁５１、５２を設
置し、
５）橋軸と略直角方向にコンクリート型枠を支持する桁内受け梁５１、５２、５３（商品
名ビティビーム）を配置する。このとき、桁内受け梁５１の一方の端部は上架台梁５１の
上フランジの上に載置され、他方の端部は主桁１の上フランジにボルトにより接合される
。桁内受け梁５２の一方の端部は上架台梁５１の上フランジの上に載置され、他方の端部
は上架台梁５２の上フランジの上に載置される。桁内受け梁５３の一方の端部は上架台梁
５２の上フランジの上に載置され、他方の端部は主桁２の上フランジにボルトにより接合
される。
【００４３】
６）下架台梁３１、３２が設置された後、下架台梁３１、３２の下フランジに主桁変形防
止梁９０を設置し、
７）前記作業と並行または前後して桁外受け梁５０、５９を設置し、
８）桁内受け梁５１、５２、５３および桁外受け梁５０、５９の上にコンクリート床版用
型枠を載置するものである。
【００４４】
したがって、簡素な部材のみを用いて、剛性の高いコンクリート床版用型枠を形成するこ
とが可能になる。
【００４５】
さらに、コンクリート床版用型枠を撤去するに際しては、前記手順を逆にたどればよく、
部材間の干渉もなく、迅速かつ容易な作業が可能である。
【００４６】
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さらに、主桁変形防止梁９０を設置したから、コンクリート床版用型枠の側縁部に近い範
囲における変形を小さく抑えることができる。
【００４７】
なお、作業通路および作業床７１、７２または主桁変形防止梁９０を設置するタイミング
は前記に限定するものではなく、下架台梁３が設置された後であれば、他の作業と並行し
て実施してもよい。また、前記一連手順は、橋梁の全長に渡って同期して実施するものに
限定するものではなく、橋軸方向の所定範囲毎に前記一連手順を実施し、これが終了した
後に次の所定範囲において前記一連手順を実施してもよい、さらに、隣接する所定範囲に
ついて、前記手順に時間差を設けて逐次実施してもよい。
【００４８】
［実施の形態３］
図４は、本発明に係るコンクリート床版用型枠の設置構造を示す縦断面図である。図１に
おいて、主桁１、２が略平方に配置され、主桁１、２間には、橋軸方向で所定のピッチで
横桁１２が設置されている。横桁１２の略幅方向中央（略橋軸位置）にＨ形鋼製の下架台
梁３が設置され、下架台梁３の上フランジには所定の間隔でパイプサポート４が立設され
ている。さらに、これらパイプサポート４の上端部に支持されて、Ｈ形鋼製の上架台梁５
が略橋軸方向に設置されている。
【００４９】
そして、橋軸と略直角方向にコンクリート型枠を支持する桁内受け梁５１、５２（商品名
ビティビーム）が配置されている。桁内受け梁５１、５２の一方の端部は上架台梁５の上
フランジの上に載置され、一方の端部はそれぞれ主桁１、２の上フランジにボルトにより
接合されている。
一方、主桁１、２の外側には、桁外受け梁５０、５９が設置されている。
【００５０】
そして、桁内受け梁５１、５２および桁外受け梁５０、５９の上に図示しないコンクリー
ト型枠が載置されている。
【００５１】
さらに、下架台梁３には、作業通路７０が載置される作業通路支持金物８０が設置されて
いる。
【００５２】
さらに、中段足場３００が設置されている。中段足場３００は、中段足場支持金物（単管
パイプ）３１０に載置され、中段足場支持金物（単管パイプ）３１０の両端は、それぞれ
主桁１、２の下フランジに支持された中段足場支持金物用脚３２１、３２２により支持さ
れ、その中央部がパイプサポート４に連結されている。
【００５３】
したがって、中段足場支持金物（単管パイプ）３１０の撓みが抑えられ、歩行に際しての
揺れが小さくなる。また、パイプサポート４は、中段足場支持金物３１０により支持され
るため転倒が防止され、軸外変形（横方向の変形）が拘束されるため、座屈することなく
、その断面を小さくすることができる。
【００５４】
以上のような、コンクリート床版用型枠の設置構造であるから、これらを設置する手順は
、実施の形態１に略同じであって、中段足場支持金物３１０を、下記工程の何れかの前後
に実施すればよい。
１）横桁１２の略幅方向中央（略橋軸位置）位置の下フランジにＨ形鋼製の下架台梁３を
設置し、
２）下架台梁３が設置された後、下架台梁３に作業通路および作業床７０を設置し、
３）下架台梁３の上フランジに、所定の間隔でパイプサポート４を立設し、
４）これらパイプサポート４の上端部に支持されて、Ｈ形鋼製の上架台梁５を略橋軸方向
に設置し、
５）橋軸と略直角方向にコンクリート型枠を支持する桁内受け梁５１、５２（商品名ビテ
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ィビーム）を配置する。このとき、桁内受け梁５１、５２の一方の端部は上架台梁５の上
フランジの上に載置し、他方の端部はそれぞれ主桁１、２の上フランジにボルトにより接
合する。
６）前記作業と並行または前後して桁外受け梁５０、５９を設置し、
７）桁内受け梁５１、５２および桁外受け梁５０、５９の上にコンクリート床版用型枠を
載置する。
【００５５】
例えば、中段足場支持金物３１０を、下架台梁３を設置する前に設置すれば、桁間に配置
することが容易である。また、パイプサポート４を立設する前に設置しておけば、パイプ
サポート４の転倒が防止できる。また、上架台梁５の設置する前に設置し、中段作業３０
０を完成させておけば、上架台梁５の設置作業が容易になる。
【００５６】
さらに、本発明は以下のコンクリート床版用型枠の設置方法および設置構造をも開示する
ものである。
【００５７】
［１］　コンクリート床版を支持する一対の主桁と、該主桁同士を連結する複数の横桁を
有する２主桁橋において、コンクリート床版を打設するためのコンクリート床版用型枠を
該主桁の間に設置する、コンクリート床版用型枠の設置方法であって、
略橋軸方向に後記支持柱を立設するため、横桁に下支持梁を設置する工程と、
該下支持梁に支持柱を設置する工程と、
該支持柱に支持されて、略橋軸方向に上支持梁を設置する工程と、
コンクリート床版用型枠が載置される横支持梁の一方の端部を、該上支持梁に設置し、他
方の端部を、前記主桁に設置する工程と、
該横支持梁にコンクリート床版用型枠を載置する工程を有すことを特徴とするコンクリー
ト床版用型枠の設置方法において、
支持柱が、伸縮自在であることを特徴とするコンクリート床版用型枠の設置方法。
【００５８】
［２］　横支持梁の一方の端部が上支持梁に載置され、他方の端部が係止手段により主桁
に設置されることを特徴とする前記［１］記載のコンクリート床版用型枠の設置方法。
【００５９】
［３］　中央側横支持梁の両方の端部が、それぞれ上支持梁に載置されことを特徴とする
前記［１］～［２］記載のコンクリート床版用型枠の設置方法。
【００６０】
［４］　下支持梁に、作業通路または作業足場を設置する工程を有すことを特徴とする前
記［１］～［３］記載のコンクリート床版用型枠の設置方法。
【００６１】
［５］　下支持梁に、両端が主桁のウエブに当接または近接する主桁変形防止梁を設置す
る工程を有すことを特徴とする前記［１］～［４］記載のコンクリート床版用型枠の設置
方法。
【００６２】
［６］　下支持梁に、作業通路または作業足場を設置するための横支持金物を取り付ける
工程と、
該横支持金物および主桁のフランジに支持された支持脚を具備する中段足場用
単管パイプを配置する工程と、
中段足場用単管パイプを支持柱に固定する工程と、
を有すことを特徴とする前記［１］～［５］記載のコンクリート床版用型枠の設置方法。
【００６３】
［７］　コンクリート床版を支持する一対の主桁と、該主桁同士を連結する複数の横桁を
有する２主桁橋において、コンクリート床版を打設するためのコンクリート床版用型枠を
該主桁の間に設置する、コンクリート床版用型枠の設置装置であって、
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略橋軸方向に後記支持柱を立設するため、横桁に設置した下支持梁と、
該下支持梁に設置した支持柱と、
該支持柱に支持されて、略橋軸方向に設置した上支持梁と、
コンクリート床版用型枠が載置され、一方の端部が該上支持梁に設置され、他方の端部が
前記主桁に設置される横支持梁と、
該横支持梁に載置されるコンクリート床版用型枠とを有すことを特徴とするコンクリート
床版用型枠の設置装置において、
支持柱が、伸縮自在であることを特徴とするコンクリート床版用型枠の設置構造。
【００６４】
［８］　横支持梁の一方の端部が上支持梁に載置され、他方の端部が係止手段により主桁
に設置されることを特徴とする前記［７］記載のコンクリート床版用型枠の設置構造。
【００６５】
［９］　下支持梁に、作業通路または作業足場を設置する工程を有すことを特徴とする前
記［７］～［８］記載のコンクリート床版用型枠の設置構造。
【００６６】
［１０］下支持梁に、両端が主桁のウエブに当接または近接する主桁変形防止梁を設置す
る工程を有すことを特徴とする前記［７］～［９］記載のコンクリート床版用型枠の設置
構造。
【００６７】
［１１］　下支持梁および上支持梁が複数であって、コンクリート床版用型枠が載置され
、一方の端部が上支持梁に設置され、他方の端部が他の上支持梁に設置される横支持梁を
有すことを特徴とする前記［７］～［１０］記載のコンクリート床版用型枠の設置構造。
【００６８】
［１２］　下支持梁に取り付けた、作業通路または作業足場を設置するための横支持金物
と、
該横支持金物および主桁のフランジに支持された支持脚を具備する中段足場用単管パイプ
とを有し、
該中段足場用単管パイプが支持柱に固定されることを特徴とする前記［７］～［１１］記
載のコンクリート床版用型枠の設置構造。
【００６９】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明によれば以下の顕著な効果が得られる。
（１）２主桁橋において、剛性の高いコンクリート床版用型枠を設置することが可能にな
る。
（２）簡素な部材のみを使用した、安価で、施工が容易な施工が可能になる。
（３）部材間の干渉が無く、撤去が、容易で迅速にできる。
（４）特別な設置手段を設けることなく、桁間内中段足場の設置が可能になる。（５）主
桁の変形を防止する変形防止梁の設置が容易になる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係るコンクリート床版用型枠の設置構造を示す縦断面図である。
【図２】本発明に係るコンクリート床版用型枠の設置構造を示す一部断面の斜視図である
。
【図３】本発明に係るコンクリート床版用型枠の設置構造を示す縦断面図である。
【図４】本発明に係るコンクリート床版用型枠の設置構造を示す縦断面図である。
【図５】従来の４主桁端における、コンクリート床版用型枠の設置構造を示す断面図であ
る。
【図６】従来の４主桁端における、コンクリート床版用型枠の設置構造を示す断面図であ
る。
【図７】従来の４主桁端における、コンクリート床版用型枠の設置構造を示す断面図であ
る。
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【符号の説明】
１　主桁
２　主桁
３　下架台梁
４　パイプサポート
５　上架台梁
１２　横桁
１３　横桁
１４　横桁 -
５０　桁外受け梁、
５１　桁内受け梁
５２　桁内受け梁
５３　桁内受け梁
６０　パイプサポート
６９　パイプサポート
７０　作業通路および作業床
８０　作業床支持金物
９０　主桁変形防止梁
１００　吊足場
３００　中段足場
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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